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（ご注意事項） 

• 2012年10月1日に持株会社「札幌北洋ホールディング
ス」と「北洋銀行」は「北洋銀行」を存続会社として合
併いたしました。なお、本資料の2012年度第2四半期
（中間期）決算までの「連結」に関する計数は「札幌北
洋ホールディングス」の数値を表記しております。 

• 「北洋銀行」と「札幌銀行」は2008年10月14日に
「北洋銀行」を存続会社として合併しました。合併以前
の「単体」に関する計数は、特にことわりのない場合、
北洋・札幌両行単体計数の合計値を計上しております。 

• 資料には当行グループの将来の業績、経営目標などに関
する記述が含まれております。こうした記述は将来の業
績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包す
るものです。将来の業績は経営環境の変化などにより、
予想と異なる結果となる可能性があることにご留意くだ
さい。 

• 当行以外の金融機関に関する情報は一般に公知の情報に
依拠しております。 

• 表示金額は特にことわりのない場合、表示金額未満を切
り捨てております。 
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(単位:億円)

前年比 当初計画 計画比

1 連結経常収益 855 849 859 758 ▲ 101 720 38 1,420

2 連結コア粗利益 568 561 553 492 ▲ 61 493 ▲ 0 995

3 資金利益 459 458 441 385 ▲ 56

4 貸出金利息 415 397 370 350 ▲ 19

5 有価証券利息配当金 74 87 94 52 ▲ 41

6 預金等利息（△） 16 12 10 10 ▲ 0

7 役務取引等利益 93 89 97 94 ▲ 3

8 その他業務利益 15 13 15 13 ▲ 1

9 経費（臨時処理分を除く） 392 384 385 393 7 391 2 761

10 うち　銀行人件費 152 151 152 158 6

11 うち　銀行物件費 202 194 197 196 ▲ 1

12 うち　銀行税金 31 30 27 29 1

13 連結コア業務純益 175 177 168 99 ▲ 68 102 ▲ 2 233

14 信用コスト（△） ▲ 17 26 32 ▲ 27 ▲ 59 31 ▲ 58 60

15 有価証券等関係損益 31 ▲ 56 74 17 ▲ 56

16 経常利益 232 98 206 156 ▲ 50 95 61 200

17 純利益 174 70 175 100 ▲ 75 57 43 120

15.3期
（予想）

11.9期
（Ｈ23.9期）

12.9期
（H24.9期）

13.9期
（H25.9期）

14.9期
（H26.9期）

２０１４年度中間決算ハイライト 

１．損益の状況 
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前年に投信解約益（35.6億円）、国債等債券売却益（83.2億円）を計上した反動などで減益。 
信用コストの大幅減少で、当初計画を上回る経常利益・純利益となった。 

13.9期に投信解約益35.6億円計上あり 

14.9期は計上なし 
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２０１４年度中間決算ハイライト 

２．貸出金・預金の状況 

貸出金残高と預貸率 

貸出期中平残の主体別増減要因（前年同期比） 

【北洋銀行】 資金量と預かり資産（投信＋公共債＋個人年金保険等） 

貸出金は個人ローンが増加したが、大中堅企業向けが減少。 
資金量と預かり資産は順調に増加。 
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（兆円） 

うち道内向け 

全店 
66,926 

67,857 
69,553 

71,964 73,138 
6,783 

7,277 
7,763 

8,478 8,863 

50,000

60,000

70,000

80,000

10.9末 11.9末 12.9末 13.9末 14.9末 

（億円） 
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個人年金保険等 

預かり資産 販売等手数料額 

公共債 

投資信託 

※預かり資産のうち、投信については時価表示に変更しております。 
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0.43  

0.36  
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【北洋銀行】 

市場金利低下の影響等により、貸出金利回は前年同期比０.０８ポイント低下。 
預貸金利鞘は、経費率の低下等により、前年同期比０.０６ポイントの低下に留まる。 

 

3 

２０１４年度中間決算ハイライト 

３．預貸金利鞘の状況 

預貸金利鞘 月末貸出約定平均金利推移 
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1.57  

1.53  

1.45  
1.37  

1.32  
1.27  

1.23  1.23  

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

2.2
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北洋銀行 

預貸金レート差 

14.9期 1.26％ 

(前年同期比△0.07p) 

預貸金利鞘 

経費率 

預金等利回 

貸出金利回 

（出所）北海道財務局「北海道金融月報」 
    日本銀行「貸出約定平均金利の推移」 
    ※14.9末のデータは未公表 



１４.９末の信用コストは２７億円の戻し入れ。 
貸倒実績率、開示債権比率（部分直接償却後）はともに依然低水準で推移。 

２０１４年度中間決算ハイライト 

４．信用コスト・不良債権の状況 

信用コストの構成 【連結】 
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244 259 267 226 

756 658 644 627 

603 616 627 
532 

1,604 1,535 1,538 
1,386 

13.3末 13.9末 14.3末 14.9末 

破産更生等 
債権 

危険債権 

要管理債権 

（億円） 
開示債権推移 【北洋銀行】 

1.55% 
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破綻懸念先 

要管理先 

貸倒実績率の推移 【北洋銀行】 

開示債権比率（部分直接償却後） 【北洋銀行】 

2.5 
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(%) 

(単位：億円）

前年比

新規倒産 24 5 7 2

ランクダウン 31 30 17 △ 13

最終処理 0 0 0 0

担保価値下落 6 1 3 2

ランクアップ △ 5 △ 5 △ 13 △ 8

回収等 △ 29 △ 16 △ 37 △ 21

貸倒実績率の変動 △ 15 10 △ 6 △ 16

銀行部門計 12 26 △ 29 △ 56

その他の子会社 14 6 2 △ 4

連結合計 26 32 △ 27 △ 59

12.9末 13.9末 14.9末



円債・外債を中心に積み増し、残高は１兆６,０００億円台に。 
評価益は、市場好転により増加。 

【その他有価証券の内訳（北洋銀行）】 
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２０１４年度中間決算ハイライト 

５．有価証券の状況 

円債デュレーション(変国含む) その他有価証券評価損益推移 

518 
567 

12 
9 

342 

495 

394 
505 

241 

177 

189 

206 

1,102  
1,240  

596  
721  

0

500

1,000

13.3末 13.9末 14.3末 14.9末 

債券 株式 その他 合計 （億円） 

2.48 

2.91 
3.21 

3.46 

2.93 
3.09 

3.41 

0

1

2

3

4

11.9末 12.3末 12.9末 13.3末 13.9末 14.3末 14.9末 

（年） 

（億円）

14.3末 比 14.3末 比

 債券 10,246 177 12,893 189 13,626 733 206 17

 株式 591 495 493 394 498 4 505 111

 その他 2,283 567 1,632 12 1,926 293 9 △ 2

 国内株式投信・ETF 636 360 8 5 37 28 8 2

 外国債券・外債投信 1,368 △ 2 1,624 7 1,873 249 1 △ 5

 外国株式投信・ETF 60 60 0 0 0 0 0 0

 その他 217 149 0 0 15 15 0 0

　合　計 13,122 1,240 15,019 596 16,051 1,031 721 125

投資事業組合・NCD等 168 △ 0 179 0 170 △ 9 0 0

日経平均株価（円）

新発10年国債利回り（％） 0.680 0.640 0.525

評価損益 取得原価 評価損益

14,455 14,827 16,173

取得原価 評価損益 取得原価

13.9末 14.3末 14.9末
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経営戦略 

１．中期経営計画『挑戦』 

中長期ビジョン 

北海道の新たな道標と価値の創造を担う銀行へ 

４つの基本方針 

お客さま・地域・株主・従業員のための企業価値向上 
組織・システム・ネットワーク・プロセスの最適化 
ＰＤＣＡサイクルの徹底による自己革新的経営 

コンプライアンス経営の徹底とＣＳＲ経営の実践 

６つの経営目標 

お客さまとのリレーション 
拡大による収益力の向上 

地域の成長支援 
人材の活性化 
ローコスト体質の確立 
経営基盤の強化 

株主価値の向上 

計画期間 

２０１４/４ ２０１５/４ ２０１６/４ ２０１７/４ 

計数計画（抜粋） 

１２２ 
１１５ 

１５０ 

１４/３ １５/３ １７/３ 

当期純利益（億円） 

１０．０ 

１４/３ １７/３ 

自己資本比率（％） 

２５５ 

２００ 

２６０ 

１４/３ １５/３ １７/３ 

コア業務純益（億円） 

１２ 
程度 

特殊要因除く 
実質ベース 

ＳＡベース 

ＦＩＲＢベース 
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経営戦略 

２．資産運用相談の強化 

５２ 

６１ 

８１ 

９４ 

１４/３ １５/３ １６/３ １７/３ 

預かり資産収益の 
増強計画（億円） 

663  
1,000  1,300  1,500  

702  

1,055  
1,230  

1,350  

498  

660  

1,180  
1,250  

１４/３ １５/３ １６/３ １７/３ 

投信 保険 公共債 

預かり資産の 
販売計画（億円） 

2,715 

3,710 

1,863 

4,100 

ＣＲＭシステム 
稼働 

運用相談受付 
体制の強化 

人材の育成 
・活性化 

８ページへ 
（期待効果） 

１８ページへ 
（ＥＳ※向上） 

※ＥＳ＝従業員満足度 

営業戦力の 
再配置 

ダイレクト 
チャネルの強化 

タブレット 
端末の導入 

１７ページ 
（効率化） 
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経営戦略 

３．ＣＲＭシステムの期待効果 

勘定系 
システム 

サブ 
システム 

ＣＲＭ※ 

システム 

お客さま情報の一元化 

担当者の端末 タブレット端末 

お客さまの取引情報 
・ニーズの把握 

ＥＢＭ※による 
セールス情報 

期日管理・ 
行動計画 

（2015/4稼動開始） 

フロント・コンプライアンス・システム 
預かり資産販売をサポート 

商品説明・購入手続き時間の大幅短縮 
お客さまニーズに最適な商品のご提案 

40 

57 

10 

35 

17 

53 

0 50 100 150

導入後 

現在 

ニーズ・適合性チェック、商品選定 

購入手続き 

事後処理 

タブレット端末対応による効率化 

（分） 

７８分短縮 

申し込み書類の削減 

【現在】 【導入後】 

５枚 
２枚 

タブレット対応で 
不要に 

（プレ印字で署名・押印のみ） 

※投資信託窓口販売の場合 

※投資信託窓口販売の場合 

（申込書類） 

（関連書類） 

※ＣＲＭ＝Ｃｕｓｔｏｍｅｒ Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ・・・お客さまの取引内容やお問い合わせなどを記録・管理→お客さまに応じたきめ細かい対応を実現 
※ＥＢＭ＝Ｅｖｅｎｔ Ｂａｓｅｄ Ｍａｒｋｅｔｉｎｇ・・・お客さまの重要な出来事に際して、最適なタイミングで最適な商品・サービスを最適な手段で提供 
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経営戦略 

４．コンシュマーファイナンスの強化 

５６ 

８０ 

１２３ 

１７５ 

１４/３ １５/３ １６/３ １７/３ 

カードローン・スーパーアルカ 
残高計画（億円） 

１１ 

４９ 

７５ 

１００ 

１４/３ １５/３ １６/３ １７/３ 

ＡＴＭカードローン 
残高計画（億円） 

カードローン「スーパーアルカ」 

ＡＴＭカードローン 

※旧「アルカ」残高を含む 

商品内容の 
刷新 

コールセンター 
での販売促進 

当初計画を 
上回る 
進捗 

１４/９残高 

７５億円 

さらに 
リソース投入 

ＰＲ強化 

コールセンター 
体制強化 

ＡＴＭのみで 
販売 

広告宣伝費用 
なし 

当初計画を 
上回る 
進捗 

１４/９残高 

３４億円 

販売推進 
の強化 

限度額拡大 

セールス 
対象拡大 



経営戦略 

５．個人総合取引の拡大 
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74.2 75.0 76.0 78.2 79.2 80.3 

48.6 49.8 50.9 52.2 52.8 53.1 

１０/３ １１/３ １２/３ １３/３ １４/３ １４/９ 

給与振込 年金振込 

給与・年金振込件数（万件） 

（出所）いずれも「住民基本台帳人口」「労働力調査」より当行推計 

北洋銀行 
３６.４％ 

北洋銀行 
３７.２％ 

道内・年金受取指定シェア 道内・給与振込指定シェア 

地域における強固な取引基盤 

住宅ローン 
相続相談 
遺言信託 

消費者ローン 
資産運用 

相談 

クレジット 
カード 

インターネット 
バンキング 

取引 
インセンティブの 

拡大 

総合的な収益の拡大 

62.6 

66.9 

70.1 

72.4 
73.6 

１１/３ １２/３ １３/３ １４/３ １４/９ 

クレジットカードｃｌｏｖｅｒ 
会員数推移（万人） 
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経営戦略 

６．食・農業分野への支援 

2,655  

2,670  

2,700  

2,725  

１４/３ １５/３ １６/３ １７/３ 

フードビジネス関連融資 
残高計画（億円） 

「本業支援」 

「出資による支援」 

第１次産業 
（農林水産業） 

第２次産業 
（食料品製造業） 

第３次産業 
（流通業） 

インフォメーション・バザール 
ビジネスマッチング 

農業への支援強化 

商品ブラッシュアップ、セールスサポート 
パッケージ支援 

食のプロダクトデザイン事業 

農業経営アドバイザーによるアドバイス 

北洋６次産業化 
応援ファンド 

北洋農業応援ファンド 

北海道の強みであるフードビジネスの成長支援 

当行コンサルティング機能による差別化、収益向上 

食のプロダクトデザイン事業 
参加企業融資平残推移（億円） 

234  

238  

１３上期 １４上期 

※「セールスサポート」・「商品ブラッシュ 
アップ個別相談会」参加１４５先 



 

12 

経営戦略 

７．ものづくり産業への支援 

ものづくりテクノフェア 

北洋イノベーションファンド 

～道内ものづくり産業の振興を目的とした商談会～ 

１９６社・団体の出展 約４,３００名の来場 

事前マッチングを含む６２０件の商談実施 

出展企業の本業支援、融資取引の推進 

～創業・新事業・イノベーション案件へ積極的に出資～ 

２０１２年４月に総額５億円でファンド設立 

累計１９件、３.４億円の出資実績 

クラウド・ファンディング 
～製造業に限らず、インターネットを通じた小口投資を支援～ 

２０１４年６月、ミュージックセキュリティーズ㈱と業務提携 

出資とともに販路拡大にもつながる取組み 

166  

193  

１３上期 １４上期 

※出展企業１３０社の実績 

ものづくりテクノフェア 
出展企業融資平残（億円） 

マイクロ投資プラットフォーム 
「セキュリテ」のスキーム 

北
洋
銀
行 

お客さま 
（取引先） 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ズ 

一般 
顧客 

ファンド 
事業 

投資 
家 

消費 
者 

①紹介・利用希望 

②ファンド組成希望 
案件の紹介 

③ファンド組成 

⑤商品購入など 

④出資・分配 
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経営戦略 

８．医療、事業承継、再生可能エネルギー 

1,985  
2,011  

2,060  

2,130  

2,200  

１４/３ １４/９ １５/３ １６/３ １７/３ 

19  

57  

107  

140  

77 

130 

216 
233 

１３/３ １３/９ １４/３ １４/９ 

実行額 承認額 

医療・福祉向け 
融資残高（億円） 

再生可能エネルギー関連 
融資実行・承認累計（億円） 

医療・福祉 

事業承継 

再生可能 
エネルギー 

大型病院の建て替え需要、拠点化 
サ高住など福祉関連施設ニーズ 

専門チームの体制強化 

医療経営士資格保有者の増強 

中小企業経営者の高齢化 

企業戦略会議（ＣＳＭ）の積極推進 

Ｍ＆Ａニーズの取り込み、マッチング 

北海道の強みを実現 

電力事業者の「回答保留」動向を 

踏まえ、継続して推進対応 
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経営戦略 

９．北海道新幹線の開業に向けて 

青函圏の地域活性化支援に向けた取組み 

２０１５年度末までに開業予定 

青函活性化ファンド 青函圏ネットワーク強化 

１件（５千万円）の出資 産学官金連携 

74.1 

56.9 

79.0 

115.3 

２０１０年度 ２０１１年度 ２０１２年度 ２０１３年度 

外国人来道者数 （万人） 

  
北海道 

（北海道新幹線） 
石川県 

（北陸新幹線） 

来訪増加数 １２万９千人 ３２万人 

消費増加額 約７３億円 約８１億円 

経済波及効果 約１３６億円 約１２４億円 

※上記はすべて年間の効果               （出所） 日本政策投資銀行 

北海道新幹線開業による 
北海道内への経済波及効果 

 （出所） 北海道経済部観光局 
      「北海道観光入込客数調査報告書」 
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経営戦略 

１０．経営改善支援と信用コストの削減 

８２５ 
７１５  

５８４  

７２５ ６９９ 

１,１０８ 

12/3→12/9 13/3→13/9 14/3→14/9 

ランクダウン 

ランクアップ 

債務者区分の変更状況 
（与信残高ベース、億円） 

金融円滑化法の適用終了（２０１３年３月末） 

コンサルティング機能・外部機関を活用した 
経営改善支援の取組み継続 

営業店と 
本部専門部署が 

  （経営改善支援室） 

一体となった 
相談体制を構築 

経営改善支援センター 
中小企業再生支援協議会 

地域活性化支援機構 

外部機関の活用 

事業再生ファンド 
の活用 

お取引先の経営・財務内容の改善 

信用コストの削減 

収益の向上に寄与 

▲ 11.9 
▲ 20 

▲ 10 

0

10

20

30

1
0
/
3

1
0
/
9

1
1
/
3

1
1
/
9

1
2
/
3

1
2
/
9

1
3
/
3

1
3
/
9

1
4
/
3

1
4
/
9

信用コスト率推移（ｂｐ） 

※信用コスト率＝信用コスト÷貸出金平残 
（９月は上期平残、３月は通期平残） 
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経営戦略 

１１．事務の効率化 

営業店 
後方事務 
ゼロ化への 

取組み 

新営業店 
システム 
全店展開 

完了 

ＣＲＭ 
システムの 

導入 
（１５/４） 

事務手順簡素化 
事務の集中化 
事務の廃止 

時間余力の創出 

一部営業店で試行中、今後対象店舗を拡大 

イメージ処理機能 
端末台数・種類の集約化 

検印ワークフロー機能 

事務迅速化 
厳正化 

２０１４年９月に全店展開完了 

ＣＲＭシステム 

ＤＷＨ※の構築 

ＢＩツール※の活用 

お客さまデータを一元化 

各種システムのデータを統合 

データ分析の迅速化・精緻化 

※ＤＷＨ＝Ｄａｔａ Ｗａｒｅｈｏｕｓｅ・・・時系列に蓄積された大量の業務データの中から、各項目間の関連性を分析するシステム 
※ＢＩ（Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ）ツール・・・ＤＷＨに保管されているデータから必要なものを検索したり、レポートを作成する機能を持ったツール 

生産性 
向上 

収益性 
向上 

コスト 
削減 
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経営戦略 

１２．従業員満足度の向上、活躍の場拡大 

人事制度の 
抜本的 
見直し 

女性行員 
シニア行員 
活躍の場 
の拡大 

従業員 
意識調査の 

実施 
（１４/１０月） 

新しい 
人事制度 
の検討 

１６/４実施 
に向けた 

準備の推進 

多様化する価値観・生活観・仕事観に対応 

「役割」「キャリアパス」の明確化→個々の能力発揮 

女性の 
活躍を支援 

シニア活躍 
の場を拡大 

女性の管理者登用拡大（４年で倍増） 
短時間勤務制度など「仕事と家庭の両立」を支援 
「均等・両立推進企業表彰」北海道労働局長優良賞を受賞 

能力や経験を生かせる「検証業務」などの活躍の場拡大 
キャリアデザイン策定支援 
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経営戦略 

１３．有価証券運用 

11,231  

12,893  
13,606  

14,275  

1,568  

1,601  

1,850  

2,000  

1,713  

525  

574  

625  

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

2013/3 

実績 

2014/3 

実績 

2014/9 

実績 

2015/3 

計画 

14,512 
15,020 

16,031 

16,900 有価証券運用末残 
実績と計画 

（億円） 

株式等 

円債 

外債 

１０２ 
１１３ 

円債投資： 
・デュレーションは３.４１年に長期化。 
（２０１５年３月末で３.５０年とする計画） 
・金利水準低下しており、対応策検討。 

外債投資： 
・為替フルヘッジを継続。 
・デュレーションは３.００年と長期化。 
・米国債などを中心とし、流動性重視。 

株式等： 
・純投資株式・ＥＴＦ・ＲＥＩＴの購入再開。 
・有価証券投資額の５％前後目途。 
（相場水準にらみ慎重に買い増し） 

計画を下回る市場金利水準 
 → 相場動向により機動的に方針見直しも 



306 

415 

645 

805 

979 

10.26% 
10.70% 10.91% 

11.50% 

10.00% 

12%程度 

（FIRBﾍﾞｰｽ試算） 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

10.3末 11.3末 12.3末 13.3末 14.3末 17.3末  
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資本政策 

１．自己資本の状況 

２０１４年９月末の単体自己資本比率は１０.２７％ （バーゼルⅢベース）。 

リスクアセットの増加より、２０１４年６月末比でやや低下。 

バーゼルⅢベース・単体 2014.3末 2014.6末 2014.9末 

自己資本比率 10.00% 10.40％ 10.27％ 

自己資本の額 3,520 3,468 3,471 

コア資本にかかる基礎項目の額 3,520 3,468 3,471 

コア資本にかかる調整項目の額 － － － 

リスクアセット等の額の合計額 35,180 33,352 33,791 

（億円） 

バーゼルⅡ バーゼルⅢ 

単体利益剰余金（億円） 

単体自己資本比率 

公的資金 
全額返済 
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資本政策 

２．配当方針 

② 業績連動配当方針について 
  
 
 
 
 
      
 

【 配当ルール 】 
        配当金   ＝   「普通配当金」    ＋   「業績連動配当金」 

           
 

 

 

1株当たり年10円を予定 

 通期の連結当期純利益が200億円 

を上回る場合に、その超過額の30% 

を目途にお支払いする予定 

普通株主の皆さまに対する利益還元の一層の充実を目指し、札幌北洋ホールディングスにおいて 
２００８年３月期より業績連動配当制度を導入。極力早期の再開を目指す。                         

① ２０１５年３月期の普通株式配当方針 
 
 
 
 
 
 
      
 

２０１３年度に公的資金を全額返済、公的資金に対する配当負担が減少したことから、これを原資の
一部として、普通株主の皆さまへの還元を強化すべく、２０１４年３月期期末は１円増配の３．５円。２
０１５年３月期は中間・期末とも３.５円、合計７円配当とする予定。                        

1.5円 1.5円 

2.5円 

3.5円 3.5円 3.5円 

中間 期末 中間 期末 中間 期末（予定） 

１３.３期 １４.３期 １５.３期 

年間３円 

年間６円 
年間７円 

（予定） 


